
尼時大覚寺市庭を第台にした 能 楽 「声刈」を題材にした

京都融園祭 「声刈山J

宍L寺 市rEを換台にした 平 安文字 「大和街購Jおも 取材した 世 円弥の確菓 「声メⅢ を恵材に

した山=1声 刈山jメ  応 仁の■以ntrめヽち京お祇困媒で運行している 平 成 10年  財 国法人権日

奈Ⅲ碑連合会 財 団法人声メ,“保存全のほ力を得て 京 都の転田第t題 行する 晴 メ」utJの三分の

一の様型宴作に着手し 平 成 18年 尼 崎市側 "年 市彫 レ`ー ドでヽ技宮日の巡行をし 平 成 10

年か0祇 臼奈に合btて  尼 崎驚ロータツータラ/や 京都声刈ⅢIR存全の機力を得て尼南中央制言

街で巡航接ほしている。

能楽 「声刈」に因んだ、露琶湖の葦で作つた

「声メロの破魔矢J

力 (あし)悪 しを刈り取リ キ (まし)曽 しに変える =(ま し)で作つた軽 京都張国家

のⅢま 「声刈山Jを 仲介として 湧 琶欄 遠 力水系の上下張で 東 近工水環境自祐穣磨会を中心に

して 近 江ノ(ほ市と尼再市の住民の間で医空や環境についての交流ll国られてヽり 純 験の歴史再

発見やヨミュ■テイーの再生に取り組み そ の交通の―浜として平成17年 より 境 電納のとで能

HH「芦刈」に因んだ 「張凍矢Jを作つて頑いていな

「厄除昆布だるま」(兵庫県痴土現具)

江戸時代 大 販張"子の 「金天姪定5=Jに  花前ねで選ばれた白板E布 のを均基本せ

0の水Bの 行を覇めヽ 「趨さ上が,こ1=し1

倒れても起さ上がりをど (巨■)

Atttt織桜れて (永ヨけ 音ぶ (由務〉

森気平歳 醸職 連 年祈源 真 候歳斑のほ趣働

島布の若萌の背中にち前とえをと存を書を身代りとしてこつる

節分当Hのみ残内にて横与


